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第 3次男女共同参画基本計画の令和 3年度事業の取り組み状況について 

◆第 3次男女共同参画基本計画の将来像 

「誰もが個人として尊重され、その人らしく活躍できる社会の実現をめざして」 

◆計画期間 

令和 2年度～令和 7年度 （6 年間） 

◆全事業及び管理指標について、次の資料を基に評価を行います。 

・ 全 116 事業（延べ 146 事業）に係る評価シート 

・ 25（延べ 30）の管理指標の実績 

 

１． 各事業担当課による評価結果 

昨年度の貢献度を「C：貢献できなかった」「D：事業を実施できなかった」とした事業のうち、

今年度を「S：大いに貢献できた」「A：貢献できた」と回答した事業は13事業。このうち、11事業

は、感染症対策を図りながら取り組んでいることが確認できた。 

 

基本目標及び課題に対する貢献度について、事業担当課が 5段階で評価しました。 

 S：大いに貢献できた  A：貢献できた  B：あまり貢献できなかった 

 C：貢献できなかった  D：事業を実施できなかった 

 

（１）基本目標別事業の貢献度                                 （件） 

基本目標 S A B C D 延件数 

Ⅰ人権が尊重される社会づくり  

（52 事業） 

9 50 3 1 4 67 

13.4% 74.6% 4.5% 1.5% 6.0%  

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画し活動できる

環境づくり 

（12 事業） 

0 9 5 2 3 19 

0.0% 47.4% 26.3% 10.5% 15.8%  

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事

と生活が調和した環境づくり  

（28 事業） 

4 23 6 1 0 34 

11.8% 67.6% 17.6% 2.9% 0.0%  

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる

環境づくり 

(16 事業) 

1 15 0 0 2 18 

5.6% 83.3% 0.0% 0.0% 11.1%  

Ⅴ将来像の実現に向けた推進体制づくり 

（8 事業） 

2 1 4 0 1 8 

25.0% 12.5% 50.0% 0.0% 12.5%  

合 計 
16 98 18 4 10 146 

11.0% 67.1% 12.3% 2.7% 6.8%  

参考：第 3 次男女共同参画基本計画の令和 2年度の貢献度 （件） 

 S A B C D 延件数 

合 計 
10 86 23 5 22 146 

6.8% 58.9% 15.8% 3.4% 15.1%  
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基本目標 S 及び Aの割合 

Ⅰ人権が尊重される社会づくり （52 事業） 88.1% 

Ⅱ誰もがあらゆる分野に参画し活動できる環境づくり 

（12 事業） 
47.4% 

Ⅲ多様な働き方、生き方を認め合い、仕事と生活が調和した環境づく

り （28 事業） 
79.4% 

Ⅳ心が通い合い、健康で安心に暮らせる環境づくり 

(16 事業) 
88.9% 

Ⅴ将来像の実現に向けた推進体制づくり 

（8 事業） 
37.5% 

平均 78.1% 

 

（２）重点施策別の貢献度                                        （件） 

重点施策 S A B C D 延件数 

DV 被害者が安心して相談できる体制の整備(8) 3 7    10 

市政における女性の参画の推進(4)  3 1 1  5 

事業所等における多様性（ダイバーシティ）の促進(3)  3 3 1 2 9 

防災における男女共同参画の促進(2)  1   1 2 

働く場におけるワーク・ライフ・バランスの促進（3) 2 1 1 1  5 

家庭生活と社会生活の両立に向けた子育て支援・

介護支援(13) 
 12 2   14 

合 計 5 27 7 3 3 45 

  

重点施策 S 及び Aの割合 

DV 被害者が安心して相談できる体制の整備(8) 100.0% 

市政における女性の参画の推進(4) 60.0% 

事業所等における多様性（ダイバーシティ）の促進(3) 33.3% 

防災における男女共同参画の促進 (2) 50.0% 

働く場におけるワーク・ライフ・バランスの促進 (3) 60.0% 

家庭生活と社会生活の両立に向けた子育て支援・介護支援 (13) 85.7% 

平均 71.1% 
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（３）貢献度がＣ・Ｄの事業 

①C「貢献できなかった」4 件 

基本目標Ⅰ 人権の尊重：1 件 

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

36-2 【新規】         

デート DV に

関する啓発 

生徒に対して、デートＤＶ

に関する啓発を行いま

す。 

男女共同参画センター主催の会議

にて、デートＤＶに関する提案を行っ

た。 

教職員に向けての周知

や、生徒への啓発活動

がまだ不足している。 

C:貢献で

きなかっ

た 

 

基本目標Ⅱ あらゆる分野への参画と活動：2 件 

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

54 男女共同参

画の視点を持

った人材の情

報提供 

男女共同参画の視点を

持った人材の情報を収集

し、提供します。 

令和 3 年度における情報提供依頼

なし。 

令和 3 年度のリストの活

用については依頼がな

く、有効に活用されてい

ない。 

平成 29 年度に活用促進

のため要領改正を行った

が、利用状況は変わらず

人材リストの整備の在り

方について、検討が必要

である。 

B: あ ま り

貢献でき

なかった 

 

57-6 【女性活躍】      

各種表彰・認

定・登録・認

証制度の周

知 

市内事業所や市民など

に対し、次世代育成支援

対策推進法に基づく認定

制度「くるみん、プラチナ

くるみん」や習志野市子

育て支援先端企業認証

制度の周知を行います。

また、商工会議所などの

関係機関と連携し認定に

向けた支援を行います。 

習志野市子育て支援先端企業認証

制度について、ホームページコンテ

ンツへ掲載するとともに、男女共同

参画センターが発行している制度周

知を図る冊子を窓口に設置し、新規

事業者登録の周知を図ったものの、

新規登録申請はなかった。 

千葉県の「社員いきいき

元気な会社宣言」など類

似の事業もある中、事業

者にとって認証に係るメ

リットが少なく、近年新た

な登録申請はない状態

が継続している。 

C:貢献で

きなかっ

た 

基本目標Ⅲ 家庭生活と社会生活の両立：1 件  

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

75 【女性活躍】      

仕事と子育て

の両立に関

する制度の周

知 

市内事業所における仕

事と子育てが両立できる

職場環境づくりに関する

啓発を行います。 

【再掲】習志野市子育て支援先端企

業認証制度について、ホームページ

コンテンツへ掲載するとともに、男女

共同参画センターが発行している制

度周知を図る冊子を窓口に設置し、

新規事業者登録の周知を図ったも

のの、新規登録申請はなかった。 

【再掲】千葉県の「社員い

きいき元気な会社宣言」

など類似の事業もある

中、事業者にとって認証

に係るメリットが少なく、

近年新たな新規登録申

請はない状態が継続して

いる。 

C:貢献で

きなかっ

た 

 

  



4 

 

②D「事業が実施できなかった」10 件 

基本目標Ⅰ 人権の尊重：4 件 

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

10 男女共同参

画に関する意

識調査の実

施 

次期基本計画策定の資

料とするため、市民、事

業所及び市職員の男女

共同参画に関する意識

調査を実施します。 

令和 3 年度は調査の実施なし。 

（令和 6 年度実施予定） 

令和 3 年度は調査の実

施なし。 

（令和 6 年度実施予定） 

D:事業を

実施でき

なかった 

 

11 社会的性別

（ジェンダー）

の視点を持

ち、国際交流

の促進および

国際理解に

向けた情報の

収集と提供 

姉妹都市との交流を中

心に、男女問わず、社会

的性別（ジェンダー）の視

点を持った市民の国際感

覚の醸成を促します。 

習志野市国際交流協会への補助金

の交付と市庁舎分室の会議室の提

供など財政及び人的支援を行った。 

また、姉妹都市提携35周年事業（相

互派遣・受入）が計画されていたが、

感染症拡大防止のため中止となっ

た。 

感染症拡大防止のため、

令和 2 年度に引き続きお

互いの市を訪問する交

流ができなかった。両市

の担当者同士は定期的

に連絡を取り合っている

ものの、市民に対する国

際交流の促進が思うよう

に図れていない状況であ

る。コロナ禍においても

市民が参加できる交流方

法を市国際交流協会と

検討していく必要があ

る。 

D:事業を

実施でき

なかった 

 

25 【新規】         

公的証明書

などにおける

性別欄の廃

止などの周知 

市が所管・使用する書類

について法的義務付け

や事務の性質上必要で

あるものを除き、性別欄

を廃止することおよびア

ンケート等で性別欄が必

要な場合は、男女以外の

選択肢の設定をすること

について庁内への周知を

行います。 

具体的な取り組みなし 公的証明書及びアンケ

ート等の作成時の性別欄

の掲載方法について、引

き続き啓発を行う必要が

ある。 

A:貢献で

きた 

31-1 【女性活躍】      

働く場におけ

るハラスメント

の防止に向け

た啓発 

商工会議所などと連携・

協力し、誰もが働きやす

い雇用環境を確保するた

め、セクシュアル・ハラス

メント、妊娠、出産、育児

休業などに関するハラス

メント、パワー・ハラスメン

トの防止対策の周知に努

めます。 

商工会議所等との連携によるハラス

メント防止の取り組みは実施できな

かった。 

商工会議所と連携した啓

発を検討する必要があ

る。 

D:事業を

実施でき

なかった 

 

基本目標Ⅱ あらゆる分野への参画と活動：3 件 

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

57-4 【女性活躍】      

各種表彰・認

定・登録・認

証制度の周

知 

市内事業所や市民など

に対し、仕事と介護の両

立支援「トモニン」等の周

知を行います。また、商

工会議所などの関係機

関と連携し、認定に向け

た支援を行います。 

周知を行っていない。   D:事業を

実施でき

なかった 

 

58 【女性活躍】      

女性活躍、ワ

ーク・ライフ・

バランスに取

り組む事業所

に対する入札

女性の活躍やワーク・ラ

イフ・バランス等の実現

に向けて、積極的に取り

組む事業所の受注機会

を増大する公共調達のし

くみを導入します。 

令和３年度は総合評価落札方式で

の入札はなかった。 

令和３年度は総合評価

落札方式での入札はな

かった。 

D:事業を

実施でき

なかった 
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制度における

優遇（インセ

ンティブ）の付

与 

64 【新規】         

防災対策にお

ける男女共同

参画の意識

啓発 

市民や市職員に対して、

防災対策における男女

共同参画や性の多様性

についての意識啓発を図

ります。 

市民や職員への意識づけについて、

総合防災訓練等が感染拡大防止の

ため中止・縮小されていることから、

事業を実施できなかった。 

感染拡大防止のため、市

民、市職員への意識啓

発は未実施であるため、

今後、防災の取り組みに

おける男女共同参画や

性の多様性の重要性に

ついて広く啓発を行う必

要がある。 

D:事業を

実施でき

なかった 

 

基本目標Ⅳ 家庭生活と社会生活の両立：2 件 

事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

101-1 男女共同参

画の視点に

立った学習機

会・情報の提

供 

千葉県生涯大学校の案

内を行い、学習意欲のあ

る高齢者の学習機会の

場と情報を広く提供しま

す。                        

感染拡大防止のため、休校となっ

た。 

休校に伴い、学習機会の

提供図れなかった。 
D:事業を

実施でき

なかった 

 

106 障がいのある

人のスポー

ツ・レクリエー

ション活動の

充実 

男女問わず参加できる障

がい者スポーツ大会の

実施やレクリエーション

活動の充実を図ります。 

感染拡大防止のため、事業が実施

できなかった。 

コロナ禍においても、市

民が安心して参加できる

事業の検討 

A:貢献で

きた 

基本目標Ⅴ 家庭生活と社会生活の両立：1 件 
事 業

コード 
事業名 事業内容 事業実績 事業実績における課題 

2 年度の

貢献度 

113 事業担当課

の取り組みに

対する相談支

援、助言 

市が実施する取り組みの

中に男女共同参画の理

念を反映させるため、本

計画の取り組みを実践す

る事業担当課への情報

提供に努め、積極的に相

談支援および助言などを

行います。 

実施できなかった。 各事業担当課においても

試行錯誤で事業に取り組

んでいる状況であり、積

極的な働きかけや支援

が行えず、推進体制の強

化には至らなかった。 

D:事業を

実施でき

なかった 
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２．管理指標に関する評価 

（１）管理指標の達成状況 

 目標数値達成 目標数値未達成 実施・実績なし その他※ 

令和 3年度 22（73％） 6（20％） 1（3％） 1(3% ) 

※事業は実施したが指標の数値を把握しなかった（No.70） 

 

（２）「目標数値未達成」及び「実績なし」の事業 

①目標数値未達成：6 件 

事業№ 管理指標項目 目標数値 R3 年度実績 担当課 

3 

男女共同参画に関する情報の広報

紙、ホームページ、ツイッター等によ

る啓発回数 

年 10 回 年 8 回 
男女共同参画

センター 

21 
男女共同参画に関連する講座の実施

回数 

各公民館で年 1回

以上 
2 公民館で 2回実施 公民館 

66 
農業従事者における家族経営協定締

結数 
現計画中に 14戸 12 戸 産業振興課 

76 
固定的な性別役割分担意識を見直す

講座などの実施回数 

各公民館で年１回以

上 
2 公民館で 2回実施 公民館 

80 保育所所庭開放日数 
現計画中に各施設

週 2回以上 
23 回 こども保育課 

109 
男女共同参画推進登録団体連絡会

および研修会等の開催回数 
年 2 回 

年 1回 

（書面開催） 

男女共同参画

センター 

 

②実績なし：1 件 

事業№ 管理指標項目 目標数値 R3 年度実績 担当課 

10 
市民、事業所および市職員の男女共

同参画に関する意識調査の実施回数 

現計画中に 

各 1 回 

実施なし         

（令和 6 年度実施予

定）       

男女共同参画

センター 

 


